
３ 災害時の広報

((((1111)))) 「「「「緊急地震速報緊急地震速報緊急地震速報緊急地震速報」」」」

『『『『【【【【警報音警報音警報音警報音】】】】緊急地震速報緊急地震速報緊急地震速報緊急地震速報ですですですです。。。。強強強強いいいい揺揺揺揺れにれにれにれに注意注意注意注意してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。』』』』

（夏休みに受信機が校内に設置されました。もしも震源が４０キロメート

ル以上離れた場所なら、この速報からグラッとくるまでに数秒の猶予が

あります。その間に机の下にもぐる、危険な場所から離れるなどの行動

がとれます。）

((((2222)))) 「「「「大津波警報大津波警報大津波警報大津波警報とととと広報広報広報広報」」」」

『『『『【【【【警報音警報音警報音警報音】】】】大津波警報大津波警報大津波警報大津波警報がががが発令発令発令発令されましたされましたされましたされました。。。。ただちにただちにただちにただちに津波避難津波避難津波避難津波避難ビルビルビルビルかかかか、、、、高台高台高台高台

にににに避難避難避難避難してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。』』』』

（これは大津波警報が発令されたときの徳島市独自の警報と広報です。）

これらの音や広報の内容をよく覚えておき、「これが聞こえたらこうする」

とすぐに行動できるよう、しっかりと心がまえをしておきましょう。


